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（8）Aristotelēs, peri ta Zōia Historiai (lat. Historia Animalium) 6.563b29-564a4 












ὑπολαΐςです。L-S-Jは前者を‘wild pigeon’、後者を‘an unknown small bird’として
いますが、wild pigeon がジュズカケバトでよいのかは、私のよく判断するとこ
ろではありません。またヒュポライスについては、Theophrastos（前 371 頃-287
頃）、peri Phytōn Aitiōn (Lat. de Causis Plantarum)『植物原因論』2.17.9に、カッコ
ウがこの鳥に託卵することにチラッと言及した一文がありますが、B. Einarson & 






 最後の一文、「脂がのって、肉がうまくなる…」の原文は、γίγνεται δὲ πίων καὶ 




(23-79), Naturalis Historia『博物誌』10.27でも、nulla tunc avium suavitate carnis 
comparatur illi (= cuculo)「どんな鳥でも、肉の美味しさでは、この時期（一人前
に育ち上がった頃）のカッコウに比ぶべくもない」とあります。ついでながら、
島崎氏は A. Karschの独訳（Stuttgart, 1855; rep. Berlin, 1911）にあった注を引いて、

































χλωρίςは、形容詞 χλωρός ‘greenish-yellow, pale-green’ (L-S-J) に由来しましょうか










































身したものだ ὁ κόκκυξ ... μεταβάλλει ἐξ ἱέρακοςという俗説に対して、アリストテ
レースは 3点を挙げて反駁しています。タカは曲爪 γαμψώνυχοςだが、カッコウ
はそうではない。カッコウの頭部 τὰ περὶ τὴν κεφαλήνはタカに似ていない。タカ
の斑色は線のようだ τὰ ποικίλα οἷον γραμμαί εἰσι、だがカッコウのは点のようだ
οἷον στιγμαί. 論駁として充分でありましょう。 
 ところが、前に一度名前を出したテオプラストスはアリストテレースの高弟
で、学園リュケイオンの学頭を継いだ高名な哲学者にして植物学の祖とも仰が





 この俗説は、それから 3 世紀程後のプリーニウス『博物誌』10.25 の coccyx 










（11）-a  Plautus, Asinaria 934  
 











（11）-b  Plautus, Trinummus 244-5  
 
LYS. “da mihi hoc, mel meum, si me amas, si audes.” 









（11）-c  Plautus, Pseudolus  96  
 
PS. Quid fles, cucule? vives.  
CAL.  Quid ego ni fleam,  
プセウドルス なぜ泣くんです、カッコウさん。死ぬことはないですよ。 








る以上 3箇所の cuculusは、たしかに Oxford Latin Dictionary, s.v. cuculusが ‘2 (as 




ところで、プセウドルスの Quid fles, cucule? を鈴木一郎氏は「なぜ泣くんで
す、鳥みてえに！」と訳し、「郭公。ク、ク、クと泣いたので」と注をつけてお




（12）Varro, de Lingua Latina 5.75  
 
de his pleraeque (volucres) ab suis vocibus (dictae sunt) ut haec: upupa, cuculus, 
















tum Praenestinus salso multoque fluenti  
expressa arbusto regerit convicia, durus 
vindemiator et invictus, cum saepe viator  30 











（14）Plinius, Naturalis Historia 18.249 
 
この時期（＝晩春）に農夫は、最初の 15 日を使って春分前に終わらせら
れなかった作業に精を出さねばならない。さもないと、per imitationem cantus 




























（15）Anthologia  9.380  ΑΔΗΛΟΝ 
 
Εἰ κύκνῳ δύναται κορύδος παραπλήσιον ᾄδειν, 
τολμῷεν δ’ ἐρίσαι σκῶπες ἀηδονίσιν, 
εἰ κόκκυξ τέττιγος ἐρεῖ λιγυρώτερος εἶναι, 
ἴσα ποιεῖν καὶ ἐγὼ Παλλαίῳ δύναμαι. 
もしもヒバリが白鳥みたいに鳴けるなら、 
  フクロウがあえてサヨナキドリと競おうとするなら、 
もしカッコウが蝉より心地よい声だと言い張るなら、 















































が送られて来ました。それによれば、1997 年～98 年、2000 年、2003 年、2011
年は「記載なし」でしたが、それ以外の年には鳴き声を聞いたとの報告が数回














5) アリストテレースの訳文は島崎三郎氏のものです。『アリストテレス全集 7 動物誌』
（岩波書店、1968）、189頁より引用しています。 
6) 訳文は同じく島崎三郎氏のもの。『アリストテレス全集 8 動物誌 動物部分論』（1969）、
80-1頁より引用。 
7) 『アリストテレス全集 7 動物誌』、188頁。なお、「カッコウはタカの変わったものだ」
について、島崎氏は D’Archy Thompsonの次のような説を紹介しておられます（390頁、
注（2））。「ここの伝説は両鳥が外見上似ているばかりでなく、カッコウ κόκκυξとヤツガ




  また、A. L. Peck (tr.), Aristotle, Historia Animalium, II (The Loeb Classical Library, 1970), p. 
249に ‘The trasnformation of the cuckoo into a hawk was discussed by Goethe and Eckermann 













コウ」であってほしかった、と残念に思います。なおまた、H. Rackham (tr.), Pliny, Natural 
History, III (The Loeb Classical Library, 1940), p.308に‘This belief is held at the present time in 
some parts of Britain.’との注があります。こちらのほうは何も調べておりません。 
8) ちなみに、鳩時計（実は「カッコウ時計」）が定時に聞かせてくれるあの鳴き声をさみし
く聞く人はいるのでしょうか。ご参考までに、あの時計の発祥の地はドイツの
Schwarzwald地方だそうで、かの地では Kuckucksuhr、英語では cuckoo clock, …、世界中
どこでも「カッコウ時計」と呼ばれているのに、日本だけは「鳩時計」ということなど
を、朝日新聞 2016年 4月 9日（土）be 3頁の記事で教わりました。 
 
 
